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個票 21 植生護岸や空隙のある自然の材料の使用〔河 2(2)③1-1、河 2(2)③2-1〕 

(２０１０年作成) 

配慮の視点  種の多様性への配慮 配慮項目 野生生物の生息・生育環境の保全・

創出 

配慮事項 空隙の多い環境の保全 

配慮事例 自然石など自然の材料の使用 

護岸や根固め工での網柵などを用いた植生護岸や空隙のある材料の使用 

内

容 

●植生護岸や空隙のある自然の材料の使用 

生きものが外敵から身を隠し、安心して生活や繁殖のできる穴や隙間を確保する

ことが生物多様性への配慮につながります。 

主に植物材料（そだ（粗朶）など）を用い自然に近い形で組合せて、隙間構造を

多く持つ護岸を植生護岸といいます。護岸の安定度を高めるため空石などの石材

と組合せて施工することで、小型の甲殻類、稚魚・昆虫類のすみかなどとなり、

水際及び地上部では隙間に土が堆積して植物が生育し、多様な生態系を形作りま

す。 

【具体的な工法・配慮事項】 

主な工法 
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【事例】 

 

出典：1 
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参考資料 1 「武庫川藍本 日出坂洗い堰 環境に配慮した床止工と多自然型川づくり」

日出坂せきもりの会・阪神北県民局三田土木事務所 

2 「解説 配慮事項の事例と具体的な考え方 北海道環境配慮指針［公共事業

編］―道が行う公共事業環境配慮ガイドライン―」 

【場所】 
兵庫県三田市 武庫川藍本地区周辺 

【環境配慮の内容と方法、工法】 
・ 河川が湾曲していることにより、流れが緩やかで、湛水域もあり、多

くの生物が生息していたので、これらの環境を保全しながら流下能力
を高める工事を行った。 

・ 具体的には湛水域の保全と自然石を使った床止工や護岸工を実施。 
・ 地元住民、専門家、行政により計画が検討された。 


